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新年明けましておめでとうございます
本年もよろしくお願いたします

冬季休業が終わり，１月14日(水)から後期後半
がスタートしました。改めまして，明けましてお
めでとうございます。本年もよろしくお願いいた
します。
冬休み中，３年生は学習相談や受検の準備等で，

ほぼ毎日のように登校していました。志望校を決
定するテストも終わり，今は前期選抜の生徒は出
願を終え，面接練習，一般受検の生徒は最後の追
い込みに入っております。
１・２年生は，年末年始明け，部活動に汗を流

しました。自分たちの練習時間よりも早く学校に
来て教室で学習してから部活動に励む，という部
も見られました。
後期後半は，次の学年へのまとめの時期となり

ます。秋田県学習状況調査や休み明けテストの結
果を見ながら，自分の課題である箇所を克服し，
万全の気持ちで新学年に進んでほしいと思います。

実業高校にどんな目的をもって進学するか

秋田県には，実業高校として身近なところで秋
田県立大曲農業高等学校，秋田県立大曲工業高等
学校があります。本校にも生徒募集の件で，これ
らの高等学校から担当の先生が何度も本校を訪問
してくれました。
これらの実業高校を目指す生徒は，将来的に農

業や工業関係に進もうとしています。各高校の担
当者のお話を聞くと，高校卒業の進路として，就
職，進学があるけれども，就職率はかなり高いし，
進学にしても，専門学校や大学への進学も，希望
すれば実現する可能性が高い，ということでした。
実業高校を卒業した教え子たちに，その後につ

いて過去に聞いたことがあります。
◇教え子１
実業高校卒業後，国立大学に入学し，現在県職

員として働いています。
◇教え子２
実業高校卒業後，仙北市内の企業に就職しまし

た。普通高校卒業の生徒と一緒に就職しましたが，
実業高校卒業の方が給与が少しだけ多かったです。

教え子２の生徒は，おそらく資格等の関係があ
ったのかもしれません。二人とももうすぐ不惑の
歳になりますが，元気に働いています。

いずれ高校卒業，大学卒業でもその後は就職を
しなければいけません。できれば，その人が望ん
でいる職業，興味関心が高い職業，そしてやりが
いのある仕ことに就いてほしいと思います。

今回は，農業をやりたくて，農業高校に進学し
た他県のこと例について紹介します。
（出典：『産業と教育１月号 平成27年 No.747

公益財団法人 産業教育振興中央会）

地域とともに育もう ワクワクを創造する力
Saiki Engei佐 伯 祐 介

(愛媛県立丹原高等学校園芸科学科平成13年3月卒業)

始まりの言葉
「花作りは，人創り。」「花作りは，陰の人。」
高校3年生の時に，先生にいただいた言葉で
す。落ち込んだ時，迷った時，いつも道を示
してくれ，初心を思い出す素敵な魔法の言葉
です。現在の私があるのも，この言葉に導か
れ，多くの人と巡り合い，様々なシーンで活
躍させてもらえたからです。現在，多肉植物
の観光農園をしながら，「ワクワク，楽しい感
動」を確かに感じています。

運命の職業－「農業」
代々農業を生業（なりわい）としてきた我

が家は，祖父の頃，カンキツ，愛宕柿，ウメ，
キウイフルーツなどの果樹をはじめとし，水
稲，野菜なども栽培していました。
父は，施設園芸を先進的に行い，鉢花や苗

もの栽培を営んできました。そんな中，私は
生まれました。中学2年生になり，生徒会長
に選ばれた私は，全校生徒や保護者の前で夢
を語る機会に巡り合いました。その時，将来
やりたいことは，農業しか出てきませんでし
た。
「お客様に楽しんでもらえる観光農園をやり
ます。」
人と話すのが好きなのが理由でした。その発
言を機に農業への道を模索し始めました。
まだまだ経験や知識，出会い等すべてに未

熟な私。基礎から学ぶために進学しようと思
い，農業を学ぶために丹原高校へ入学しまし
た。幅広く勉強に励みましたが，農業の授業
が一番好きでした。中でも，花栽培に関心を
もっていました。両親が鉢花を栽培している
こともありましたが，学校に行くと，花の先
生がいつも声をかけてくれるのです。
「両親が立派な温室で鉢花栽培をしているの
だから，それを生かせる勉強をしたらいい。
高校の間，私が教える花作りを通して最高の
経験を，祐介，してみんか？」そんなことを
言われたのは初めてで，とても戸惑いました。
しかし，熱心に私と向き合い続ける先生に，
自然と惹かれていきます。それから私は，先
生の元へ通いました。「花を育てるために，人
を喜ばせるために，自分のために，気付き，
考え，実行することから始めなさい。」先生の
周りにはいつも多くの人が集まっており，特
に卒業生とのつながりを，とても大切にされ
ています。きっと皆，この言葉に種をもらい，
心の中で大切に育てている人たちだと，私は
感じました。冒頭の言葉もこの先生にいただ
きました。実家を継ぐことに迷った時期があ
り，浮かない顔で学校に通っていると，
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「祐介。そこに綺麗に花が咲いているけど，
気候，環境，手入れ，タイミングがずれるだ
けで，咲かなかったり，枯れてしまったりす
る。それを育てることは大変な労力だが，そ
れに気付く人は案外少ないんだ。まさに，光
の当たらない時間だが，そこが一番大切なん
だよ。私は，光が当たらない人や事柄を，花
作りを通して伝え，光が当たる手伝いをして
いきたいと思う。」
そう言って冒頭の言葉をいただきました。

ハっとしました。今まで学んだ農業では，直
接お客様と触れ合い，楽しませる仕事ができ
ないと思っていた私。自分の綺麗な花を咲か
せるため，何をすべきか。もっと広い世界で
学ぼうと，大学進学を決めました。東京農業
大学では，より幅広くそして花のことを専門
的に学べ，多くの友ができ，貴重な経験をた
くさんすることができました。

多肉植物との出会い
7年前帰郷し，農業を始めた当時は，何が

したいのか定まっていませんでした。その頃，
趣味で集めていた観葉植物をホームセンター
に見に行くと，見たこともない植物が並んで
いました。色とりどりの葉，毛が生えていた
り，香りのするもの等もありました。それか
ら，挿し木，葉挿（はざし）で容易に増える
ことを知り，益々面白くなりました。世間で
は，寄せ植えが流行だと知り，見よう見まね
で作ったところ，はまってしまいました。こ
れなら，多くの人を楽しませることができる
と思い，夢中で多肉植物の栽培を始めたので
す。
しかし，まだまだ多肉植物という名前が浸

透していなかった当時，全然手に取ってもら
えませんでした。これでは，多肉植物の面白
さを知ってもらえない。私は，地域のイベン
トや公民館，学校に出向き，多肉植物の寄せ
植え教室をさせてもらいました。自分の楽し
かった体験を皆に知ってもらおう。その思い
で地道に続けてきました。その結果，現在で
は，月に10回程定期の教室があり，農園でも
連日お客様が寄せ植え体験に来られるように
なったのです。現在，多肉植物を1,000㎡の
温室で栽培しつつ，300㎡のガラス温室で直
売，観光農園スタイルとして，寄せ植え体験
教室を行っています。

観光農園丹原もぎたて倶楽部
私が住んでいる西条市丹原町には，丹原も

ぎたて倶楽部という観光農園グループがあり
ます。昔から果樹栽培が盛んな地域で，カン
キツ，イチゴ，ブルーベリー，ブドウ，イチ
ジク，クリ，カキなど四季折々の果物が楽し
めます。その地域性を生かし20年程前に8軒
の農家で結成したそうです。7年前帰郷した
年，この倶楽部に入会しました。昔から興味
があった観光農園を知る絶好のチャンスだっ
たからです。同世代の後継者も多いので，い
い刺激になっています。最近では，「ベテラン
の知識と経験」を活かし，「若者のアイデアと
行動力」を加えた，新たな会社を立ち上げま
した。地域農業のサポート組織であり，一軒
の農家ではできない，加工，販売をしていく

のが狙いです。まだ，始まったばかりですが，
確実にこの輪が広がっています。

地域農業と担い手への思い
丹原もぎたて倶楽部の活動のおかげで，母

校とのつながりも深まっています。丹原高校
「春の野菜苗販売」では，農作物を売って，
東日本大震災へのチャリティー募金活動を行
ったり，観光農園の感謝祭へボランティアと
して生徒に参加してもらったりして交流を重
ねてきました。その結果，高校生がインター
ンシップに観光農園を選んで来てくれていま
す。「楽しい，面白い，ワクワク」することを
私たちは，創造し発信してきました。それが，
新たな担い手に伝えられればとインターンシ
ップに大いに期待しています。
今後の「地域に，仕事に，生活に，ワクワ

ク楽しい創造」を多くの人とつくり上げてい
きたいと思います。

インターンシップで先輩がやってきた

冬季休業中の12月26日，１月５～６日の３日
間，角館高校２年生の本校卒業生田村俊介さんが
インターンシップ(高校生の職場体験)で学校に来
てくれました。
午前中は，３年生の学習相談で支援を行い，3

年生に勉強を教えてくれました。
午後からは，１・２年生の野球部の練習に参加

し，８月に甲子園に行ったことや高校での練習，
基礎基本について教えてくれました。
3日目の最終日に校長室にあいさつに来て感想

を述べてくれました。

「生徒だったときよりも，先生の目で生徒を見
たときに，やりがいのある楽しい仕事だと思いま
した。先生になりたいという気持ちが強くなりま
した。」
田村さんは，中学校在学中，野球ではキャッチ

ャーで全県３位，駅伝でも力走を見せ全県駅伝競
走大会に出場し主力選手でした。これから，大学
に進学して母校の教員として勤務できたら，素晴
らしいことだと思います。３日間ありがとうござ
いました。

◎ 平成27年 第５１回大曲仙北児童生徒新年書
き初め展
自由課題 銅賞 2年 伊藤朋佳 さん


